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人の心の痛みが分かる人間として 
―「向き合う・関わる・聞く」を、毎日の当たり前に― 
ようがの学び舎 世田谷区立用賀中学校 

 校長 毛利 慎治  
 
校庭の空気が少しやわらぎ、朝の登校路にも春の気配

を感じる頃となりました。体育館からは、卒業式に向け
た歌声や呼びかけの練習が聞こえてきます。年度の終わ
りが近づくこの季節は、うれしさと寂しさが同時に訪れ
る、特別な時間です。  
 
先日の朝礼でも生徒のみなさんに話しましたが、用賀

中には代々受け継がれてきた、大切な言葉があります。
「人の心の痛みが分かる人間になろう」。前任の草開校
長先生から引き継いだこの言葉を、私は本校の宝物だと
感じています。うれしいことに、この言葉は生徒の中に
も息づいています。三年生の面接練習で「用賀中はどん
な学校ですか」と尋ねると、「人の心の痛みが分かる人
間になろうという言葉を大事にしている学校です」と自
分の言葉で語る生徒がいます。学校の願いが、生徒自身
の言葉として語られることに、あたたかな誇りを覚えま
す。  
 
では、「人の心の痛みが分かる人間になろう」とは、

具体的にどんな姿でしょうか。中学校生活には、授業、
運動会、合唱コンクール、委員会活動、部活動など、人
と関わる場面が数多くあります。そこでの経験こそが、
この言葉を“行動”に変えていきます。心の分かる人に
なるために、日々意識したい三つの努力を紹介します。  
 
一つ目は、自分の心と向き合うことです。運動会など

で、仲間の声援に背中を押され、思っていた以上の力が
出せた瞬間があります。達成感や感謝の気持ちを丁寧に
振り返ると、「どんな声かけが力になったのか」が分か
ります。自分が救われた言葉を知っている人は、次に誰
かを支える言葉を選べるようになります。自己理解は、
思いやりの出発点です。  
 
二つ目は、多様な人と関わることです。合唱コンクー

ルでは、得意な人もいれば、恥ずかしさが先に立つ人も
います。役割も感じ方も違うからこそ、支え合いが生ま
れます。隣で一緒に口の形を確認する、伴奏者や指揮者
の準備を手伝う、練習の空気を明るくする——小さな工夫
が積み重なって、本番で歌声が一つになったとき、「み
んな違うから強くなれた」と実感できる成功体験になり
ます。違いに出会うことは、相手の立場を想像する力を
育てます。  

 
三つ目は、人の話をよく聞くことです。授業や学級活

動で、結論を急がず「もう少し聞かせて」と受け止めて
返すだけで、話し手は安心します。「最後まで聞いても
らえた」経験は、次の一歩の勇気になります。聞くこと
は、相手を尊重する分かりやすい行動であり、学級や学
年の空気を温める力になります。  
 
そして、学校とはまさに、こうした人とのふれあいを

通して学んでいく場所です。うまくいった経験も、力を
合わせてやり切った達成感も、思いが通じてうれしかっ
た瞬間も、すべてが人を育てます。用賀中が行事や日々
の生徒の活動を大事にしているのは、そこにこそ「人の
心の痛みが分かる人間になろう」という言葉が生きる確
かな学びがあるからです。  
 
もうすぐ巣立っていく三年生のみなさん、卒業式を目

の前にして、いまどんな思いで毎日を過ごしているでし
ょうか。この言葉は、卒業期にぜひ最後まで覚えていて
ほしい言葉であり、卒業してからも、これから先も大事
にしてほしい言葉の一つです。新しい環境では、出会い
も増えますが、不安や戸惑いを抱える場面もあるでしょ
う。そんなときこそ、「今、相手はどんな気持ちだろ
う」「自分はどんな言葉をかけられたら力になるだろ
う」と一呼吸おいて考えてみてください。用賀中で培っ
た思いやりは、きっと誰かの支えになり、同時に自分自
身を支える力にもなります。  
 
同時に、一・二年生のみなさんにも、新しい学年へ進

む節目に、改めて心に刻んでほしいと思います。役割や
責任が大きくなるほど、関わる人も場面も増えていきま
す。迷ったときは、「人の心の痛みが分かる人間になろ
う」という合言葉に立ち返り、教室や学年の中で、自分
にできる小さな行動を重ねてください。その一つ一つ
が、用賀中の温かさを次の学年へとつないでいきます。  
 
用賀中はこれからも、「人の心の痛みが分かる人間に

なろう」という言葉を大切にし、そんな生徒を育てる学
校であり続けます。 
 
 
  



 
 
 
 
 
 
  

マンスリーキャリアシート、一年間継続してきました。 

 一年間、「非認知能力の育成」の取り組みの一つとして、この「マンスリーキャリアシート」を継続
してきました。用賀中生の全員が同じテーマのもと、それぞれに思い、考えて文字にし、先生が読んで
肯定的なコメントを返す。この繰り返しを重ねることで、学びに向かう力やそのもとになる心情をあた
ためることにつながったことが、２月の記述からも多く見られました。いくつかを紹介いたします。 

 

 



 

生徒一人ひとりは、心の中に強い思いや温かさをみんな持っています。ただ思春期で発展途上にある
今、普段はなかなか表現できずにいます。また情報技術の発達により。言葉等の発信は増えたものの、
本当に心で思った純粋な言葉になかなか辿り着けずにいます。そんな今だからこそ、みんなでそろって
自己と向き合い、思いに浸り、書く時間、空間はとても貴重なものだと感じます。ご家庭でも、話題に
していただければありがたいです。 

 

 



「キュビナ」でチャレンジしました。 

「キュビナ」とは世田谷区教育委員会が区立小中
学校に導入しているAI型教材です。生徒一人ひと
りの習熟度に合わせて最適な問題を出題する教材で
あることが特徴です。「Qubena（キュビナ）」の語
源・名前の由来は、AIが自動で問題のルート（道
筋）を選んでいく仕組みであることから、AIが学
習のルートを繋ぐ、あるいは空間（Cube）を探索す
るようなイメージ、または「きゅ（急）に勉強がで
きるようになる」といった洒落めいた一説もあるよ
うです。 面白いですね。 
この「キュビナ」を積極的に活用して、本校では

１２月から１月末までの期間に１，２年生で「キュ
ビナチャレンジ」と称した取組を行いました。国
語、社会、数学、理科、英語の５教科でそれぞれ５
０問ずつを出題し、これに対して「全て取り組み、
全問正解した」生徒を全校朝礼で表彰しました。 
普段の授業や学習、各教科の学習内容がやはり教

育活動の中心でありますので、この表彰には用賀中
学校として大きな価値を置いています。 
 
 賞状を手に入れた生徒はキャリア・パスポートに
入れていますので、学年末に持ち帰った際に確認し
ていただき、ご家庭でも認め、励ましていただけれ
ば幸いです。 
 
表彰者（敬称略） 
 
Ｋ．Ｓ  Ｋ．Ｔ  Ｔ．Ａ  Ｎ．Ｋ  

Ｈ．Ｎ  Ｙ．Ｓ  Ｓ．Ｋ 

Ｋ．Ｋ  Ｎ．Ｙ  Ｙ．Ｒ  Ｗ．Ｎ 

Ｓ．Ｎ  Ｔ．Ｕ 

 

Ｕ．Ｈ  Ｏ．Ｒ  Ｓ．Ｋ  Ｓ．Ｋ 

Ｔ．Ｅ  Ｎ．Ｙ  Ｎ．Ｍ 

Ｕ．Ｓ  Ｋ．Ｈ  Ｓ．Ｙ  Ｙ．Ｎ 

Ｋ．Ｈ  Ｓ．Ｓ  Ｍ．Ｋ 
 
 
 また３月はじめより、「学年末キュビナチャレン
ジ」と称してあらたに５教科、各５０問の配信を予
定しています。これは今の学年の内容が網羅されて
おり、学年末や新学年の初旬に取り組むのに最適な
内容となっています。また学年末考査後、次に定期
考査があるのが新学年の６月ですので、それまでの
間も「学びに向かう力」をはたらかせ続けられるよ
うにと意図しています。もちろん今回も表彰を用意
しております。「日常の学びの継続」は今も、大人
になってからも人生で一番大切なことです。ご家庭
でも共に、生徒達を応援していただきますよう、よ
ろしくお願いいたします。 
 
 

令和７年度 第３６回世田谷区立 
中学校百人一首大会 準優勝です！ 
  
令和８年２月２８日（土）に開催されました。 
１８校が参加し、本校が準優勝となりました。 
選手と写真を紹介いたします。 

 
選手（敬称略） 
 

Ｋ．Ｙ    Ｆ．Ｍ 

 

新入生に「生徒が主人公である学校」を、 
掲示で知らせてみませんか？ 

作品投稿ありがとう！！ – フォームに記入する 
 
上の２作品は生成AIを活用して松下先生
が作成したものです。生徒やご家庭のみな
さんも、新入生が来る４月に向け、明るく
整う掲示制作、してみませんか？ 

https://forms.office.com/r/XasiFRSYUx

